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スラヴ語の行為名詞一nie，一tieについて1
　　　　　　　　　　　　　　　　　序　言
§1　　第2回印欧語研究者専門会議での発表に際して、筆者はスラヴ語の一RHe，一THeに
終る「行為名詞」に言及し、通説に従ってこの種の名詞は「意義的に動詞的色彩が極めて
強く、自動詞からも他動詞からも自由に派生する事を得たところから、古代スラヴ語にお
いて格変化を行わない不定法にかわって広汎な使用をみた」と述べた2。
　しかしこの種の名詞が接尾辞＊一n伊，＊一tひを有し、かつ行為を状態として観ずる被動形
動詞過去から派生するものであるとするならば、これが「行為性」をもつということ自体、
一つの矛盾であるとせねばならないであろう。
　これと関連して、動詞と名詞の意義の相違を、認識における範疇的な相違に帰すべきで
あるとする著者の仮説から、動詞的意義の名詞的意義への転化をどのように説明するかと
いう問題も、生じて来る。
　これらの諸問題の解決のためには、この種の名詞の初原的な意義を明らかにしなくては
ならない。その手はじめとして、この種の名詞とギリシア語原典の不定法との関係を考察
しようというのが、この小論の趣旨である。
　資料はグラゴール文字文献の古層にあると信じられている、ゾグラフ四福音書である。
これは少くとも11世紀中葉以前に成立したと考えられている。後代の挿入とされる第41
葉から第57葉までは、資料としては用いていない。
本論
1．一nie，一tieに終る名詞と不定法
　1．ギリシア語不定法との対応
§2　ギリシア語の不定法に対応する例は従来しぱしば引用され、この種の名詞の意義の
持つ動詞的性格を読者に印象づけているが、実際には極めて少数であって、269例のうち
僅々10例を数えるにすぎない。
　自動詞から派生したものは、
　1）“◇B’bCKρ『hCN◇BεNH澱くεM◇εM』，Bαρ嘔盛B』1B’h　rαAHA印（p。40，66r15）
　　9εてaδ鳶τ66YεPO角vα‘9επpo丘ξωO瞬‘ε毛くτ判v　I’αλしλα‘αv，（Matth．26＝32）
1『京都産業大学国際言語科学研究所所報』第3巻第2号　昭和57（1982）年3月30日　50－59頁。
2拙稿「スラヴ語における非人称受動表現」『京都産業大学国際言語科学研究所所報』2（2），1981，p。108．
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　　「しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより先にガリラヤヘ行くであろ
　　う。」3
　じ2）田凹A稲㌔臨CTρ酬A細丁臨B㌔rρεEεNHl・曲E◇B究丁ρ』四ρ◇THB』既
　じ　　IM1ゴ（p．57，94r2）
　漁tδ伽αOτ・b⊆βασαvしζ・96v・uく色vτ醜入α6vεw，馬VYap磁vε9・くεvαvτ‘・q戯1τα⊆．
　　（Marc6：48）
　　「ところが逆風が吹いていたために、弟子たちがこぎ悩んでいるのをごらんになって」
3）IM湘◇r◇M』C伽◇M』岬◇Bα“ρ◇ろ』ρ柚』ε0（P・94155r15）
　xαしτu鰺αq・λ減dXαP‘σατ・βλ6π肌（Luc。7：21）
　　「（イエスは）また多くの盲人を見えるようにしておられたが、」
§3　他動詞から派生したものとしては、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺじ　4）”ε”◇A◇E”T∈CA◇γE◇IM㌔OB宝CT』E◇O唖』B醐HX“εTρ宅E◇y〔Tε
　　　睡ρ桃Aε”ρ◇田ε””稲醐εr◇’（P．5，9v3）
　　　画・Ov69・しω0角τεdOτα⊆，・冗δεVY哉Pδπατ角P6ゆv6VXPε‘αv蒼XετεπP6τ・OO越σく
　　　αtτ巧σαしαGτ6v，（Maもth。6：8）
　　　「だから、彼らのまねをするな。あなたがたの父なる神は、求めない先から、あなた
　　　がたに必要なものはご存じなのである。」
　5）B’』ろA凹宝B’h田醐宝EO　C闘MHρ◇Nα丁宝A◇M◇εN“”◇rρε旺”凹εMAC『』TB◇ρH’
　　　（p。39，64v15）
　　　βαλo（）σαYδ【p　o心’τητ～）96povτoOτo色πしてo　Oσ（69ατ6（；gouπP6⊆て6筐vτα（Pしdσαし9ε
　　　色πo‘ησεv．（Matth．26：12）
　　　rこの女がわたしのからだにこの香油を注いだのは、わたしの葬りの用意をするため
　　　である。」
　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　レ　6）◇y5◇ITεCA　IM品田丁α凸r◇8AdCT』皿◇◇yE』εM開BhBρ宅田TH　B7h底ε◇N品●
　　　（p。108，178v7）
　　　甲・β軌τετ6vgεて敵磁π・xτ就v醗X・vτα6ξ・uσ‘αv蒼ドβα入avεtgτ角vY6εwαv・（Luc・
　3元の論文は、古教会スラヴ語の部分はラテン文字で翻字してあり、また邦訳もつけていないが、ここではスラヴ
語はキリル文字で、表記し、邦訳をっけた。ゾグラフ四福音書の底本は、Ed飯ones　monume漉orum　slavfcorum
ve古erf8dfalecむf，Qua孟むuor　e臓ngelforum　Codθx　glagolfむfcus　olfm　Zographensls丑u皿c　Peむropo1琵anロ5，
characteribus　cyrillicus　transcriptum　notis　criticis　prolegomenls　appendicibus　aucutum　adiuvante
summi　Ministerii　Borussici　liberalitaもe　edidit　V・Jagi6，Graz，1954・である。なお使用したキリル文字は
神戸市外国語大学助教授岡本崇男氏の作成にかかるものである。記して謝意を表したい。
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12：4）
r殺したあとで、更に地獄に投げ込む権威のあるかたを恐れなさい。」
§4　　この種の名詞が、能動・被動両様の相の意義をもって現われる例として、よく引用
されるのは、次のものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　7）B宕CT曲k◇“◇A㌔B◇ゆA』N◇y四ムCX凸ELIBα6T』。1¢跳YCKL田ρ恥△εT、
　CA”凸ρ4C“ATHε’（P・38，64r10）
　0モδαてεδτしμεて酪6・加6Pα“6πdσXαY‘vεu，xαこ6u、δ“・OdvOP6π・uπαPαδ‘δ・一
　てαしεt⊆て6σてαupω0酌αし．（Matth，26：2）
　rあなたがたが知っているとおり、ふつかの後には過越の祭りになるが、人の子は十
　字架につけられるために引き渡される。」
　じ8）田εA◇鵬闇凸ραC“AT”∈●（P。43，72r23）
　xαld両YαYovα6τ6vεkτ6σταu師σαし（Matth・27：31）
　r（総督の兵士たちは）それから十字架につけるために引き出した。」
スラヴ語の相の区別は、この場合明らかに文脈に依存している。
§5　被動相不定法に対応するものには、この外次のような例がある。
9）四◇皿ρ恥凸闇1濫臼◇αNN◇B宝”ρ”AEHCB』r凸A“A略“ρ◇“◇曲A備
　［B酪AHqPC眺眺曲1（P・48，78r9）
　Mετaτ6παpαδ00恥αしτδv’1ω改wηv駆θε〉δ’1ησoOくεt“触rαλしλαごαv　xηρ6σσωv
　τ6樋αYY6λLovτoO　OεoO・（Marc．1：14）
　rヨハネが捕えられた後、イエスはガリラヤに行き、神の福音を宣べ伝えた。」
10）◇N”撚ε“ρ闘Aε漁αX品rAαc』l　B∈AHl’”ρ◇cA田丁εε「o　Nα“ρ◇齢Tbε●
　　（p．132，218v22）
　　o、δ邑色π6×εしvτo（Pωv戯く9εY重λαし‘αtτ06Fεvαα◎τδvσταupωθ角vαし，（Luc．23：23）
　　r彼らは大声をあげて詰め寄り、イエスを十字架につけるように要求した。」
　もし筆者の見落しがないとすれば、資料中に存在するこの種の例は、以上で尽されて
いる。
　ここから生じるのは、それではギリシア語の不定法は、スラヴ語の何によって訳出され
ていたか、という問題である。
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II．ギリシア語不定法の対応
　L目的をあらわすもの
§6　スラヴ語の不定法に対応するものは、皆無とはいわないまでも、全体からすれば意
外に少数である。これらのスラヴ語の不定法は、目的をあらわすτoO＋in£にしばしば
対応しているから、スピヌムの代用であるとみて、差支えないであろう。たとえば、
　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ11）“P宝岬A則HE◇“ρ宝A㌔＾H辱跳rNεM』6◇yr◇T◇B“T”眺丁』をr◇9ムムT“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　ル　　ρdろ◇yM』C四［N曲AゆAεMMr◇B』◇CTd呂酬卜日』OT㌔”◇y団丁∈膨
　　rρ宝X、髄4…X』0（P・83，136r14）
　　πpoπoPε6ση　Y6【P　邑v6πしov　xup‘ou　をτoし9丘σαし6δoO9　αヨうτoO，　τo〔）δoOvαしYv（5σしv
　　σωτηP‘αくτΦ入αφ（〕めτo　G色v　a（P6σεしδ1μαPτ崎vα6τ6v，（Luc・1：76－77）
　　「主のみまえに先立って行き、その道を備え、罪のゆるしによる救をその民に知らせ
　　るのであるから」
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ12）KA△TB品ε瀦εKAハ丁恥CAKM6ραM◇y◇｝馴醐εMOyA凸丁”楓M』Eト
　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　cTpαX凸’1ろムP品K』IBραr㌔N《田HXuろ6《BA』田輪cA’（P・83，136r4）
　　δpxovδv　d～goσεvπPう（；’AβPαδ甲τ6vπατ6Pα角ゆv，τoOδoOvαし角画v　d（P6βω⊆色x
　　Xεしp～）ζ色XOpφvうuσ06vτα（；．（Luc。1：73－74）
　　「父祖アブラハムにお立てになった誓いをおぼえて、わたしたちを敵の手から救い出
　　し．。．」
　このように目的をあらわし、スピヌムと異ならない不定法の使用は、スラヴ語のもっ統
辞論的制約に起因すると考えられる。すなわち、スラヴ語においてスピヌムの使用される
のは、verbamovendiに伴われる場合に限られているのである。この為爾余の動詞と共に
用いられるのは、専ら不定法になる。
§7　　しかし否定の画を伴うものは、Aα等に導かれる副文章によって訳出される傾向
がある。たとえば、
13〉鵬罵M◇器bN◇ECT㌔AαN日P“A品丁㌔C玉E＾αろN器…（P・118，194v22）
　Av6vδεxτ6幡στw℃・Oτaσ×dvδα入α画る入0戚v・（Luc・17：1）
　　「罪の誘惑が来ることは避けられない。」
14）◇v酬∈mAρ桃副εTεC△・坐εr◇N∈”◇ろ締田fT［0（P・134，222v15）
　　・、δもδ甲0α入終・tαOτ6v邑xpατ・Ovτ・τ・O画色πしY而vαしαOて6v・（Luc・24：16）
　　「しかし（二人の弟子は）彼らの目がさえぎられて、イエスを認めることができな
　　かった。」
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§8　同じく目的をあらわすものに、πp6⊆＋in£の構文がある。これは例5）のように
一nie，一tieに終る名詞によっても訳出されるが、その他にも櫨◇＋infあるいはKdK◇
A凸に導かれる回説的表現が、みとめられる。
　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ15）I　B『h　BρK）MA隷くATB宝ρ∈K品A宝A凸丁［AεM7hg　C▼hEεP唱丁〔np「』B宅ε’皿A宝BεA7h。
　　i　C』BA》KムT∈』“B『b　CN◇罪LI1玉K◇｝Kε田丁”琉o（p．19，31v19）
　　Kαし邑v×αし爾て・00εPしσ9・O色師τα⊆0εPLστ欧，Σu入入6＠επ帥て・vτaζ晦vしα×αし
　　δ角σατεc且）τaεkδ6σドα⊆πp6⊆て6xατα×α6σα1α0τα＿（Matthほ3：30）
　　r収穫の時になったら、刈る者に、まず毒麦を集めて束にして焼き、麦の方は集めて
　　倉に入れてくれ、と言いつけよう。」
16）B』”EMλ宝丁εM闘A◇CTL雨△巳“1皿△o　NεTB◇P闘TH調P宝AL　YK（馴）A4B”A醐MH
　　　　　　じE品AεTεロM魏・（p・5，8v11）
　　np・σ6Xετε（δ6）τわvδしxαし・σ6vηvOゆv画πα“輔9πP・σ0εvτ6v＆vOP砒ωvπP6“6
　　0εα0笥vαしα6τ帆く．（Matth。6：1）
　　「自分の義を、見られるために人の前で行わないように、注意しなさい。」
§9　　目的をあらわすギリシア語の不定法が、スピヌムによって訳出されることもある。す
でに述べたように、この場合スピヌムと共に用いられるのは、原則としてverba　movendi
である。
17）田LICT㌔∈r△dC㌔kON』Y酬C。ろαn◇曲A備◇曲M酬4AεC△Tε◇γY∈一
　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　髄閥K◇MdcB◇IM凸’nρねIA電丁ε◇T㌔丁品A宅◇yY”T』Omρ◇n◇B宝AムT』B』
　　rρ＆A宝X㌔IXL’（P・13，22v21－22）
　　×αし色Y6vετ・6てε就入εσεv6’1ησ・Oくδ鷹面σωvτα⊆δ6δε×α9α0η瓢⊆αOτ・O，9ετ6βη
　　叙蕊0εvてoOδしδ改σxεしv×αl　xηp6σσεしv邑vτ戯くπ6λεσしvαOτφv．（Matth．11＝1）
　　rイエスは十二弟子にこのように命じ終えてから、町々で教えまた宣べ伝えるため
　　に、そこを立ち去られた。」
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　じ18）IA刷丁凸M酬臼M㌔KoynHTL¶p”Aε濫〔NHXLり（P・37，60v23）
　　dπεPXo林6vωvδ邑α6τ6v＆YoP渓σαし砺入θεv6vu脚‘oく・（Matth・25＝10）
　　r彼らが買いに出ているうちに、花婿が着いた。j
§10　この外τoO＋inf．がスラヴ語の回説的表現に対応する場合がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）KLT◇◇ys◇εCT㌔眈ρ』N』1ρdELりIM品AP彫「◇器団OCT凸BHT粘「』NαA』
　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　A◇MoM』cB◇IM』。A凸ム“cT㌔IM㌔B’h　Bρ唱MA“凹田丁品IX「h’（p，36，59v22－
　　23）
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T‘く＆Pα邑σtしv6πしστ6⊆δ・O入・ζxαゆP6vし酔・qδvxαて6στησεv6×6Pし・く6πt咋
otxετε‘αζα6τoOτoOδoOvαしα0τdτ⊆τ角vτpo（ρ角v色v　xαしpφ1（Matth．24：45）
「主人がその家の僕たちの上に立てて、時に応じて食物をそなえさせる忠実な思慮深
い僕は、いったい、だれであろう。」
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル20）田◇M甜細A叩闘YACT』”HK◇ML●1出ε曲dX湘』Aρoyろ奮M』K◇ραE＾H彫
　　　　　　　　　　　　　　　　じAd”ρ”田』A』1皿εn◇Mo「品丁’』昌M7h’（p．89，145v21）
　　Kαtxατ6vεuσαvτα“εて6X・しdv頑もτ6四π入・ゆ亜色入06vταqσu入入αβ6σταL
　　GOうτ（汎（；．（Luc．5：7）
　　rそこで、もう一そうの舟にいた仲問に、加勢に来るよう合図をした。」
　Aαに導かれる副文章は、形式的にはギリシア語の冗vα＋conj．と同等である。このよ
うな回説的表現は、原文の不定法が種々の修飾語を伴う場合に多くみとめられるが、一方
不定法あるいはスピヌムによって訳出されている場合にも、種々の修飾語を伴うものが少
くない。従って修飾語の存在は、訳出に際して行為名詞を用いるか否かを決定する規準と
なったとしても、回説的表現を選ぶか不定法あるいはスピヌムを選ぶかという規準には、
ならなかったと考えられる。
2．時問的先後関係をあらわすもの
§11　これに属するものには、πp6，gε並，πp（v1＋inLの構文がある。
　匹τd＋in£は例1）、6）、9）にみられるように、すべてスラヴ語の行為名詞によって訳
出されている。
　πp6＋三n£も例4）のように行為名詞によって訳出される場合がある。
　この外ギリシア語の不定法には対応しないが、時間的先後関係をあらわす文脈において、
行為名詞がしばしば用いられていることから、この種の文脈においては、ギリシア語の不
定法の意義が、相対的に行為名詞に近づいていた（逆は真ではない）と推定される。これは
これらの不定法が何れもアオリスト形であることによっても裏づけられる。
　この例外をなすのはπP‘v＋in£である。これは常に醐ρ宅濫A［A凸泓〔に導かれる副文
章によって訳出されているが、その理由は明らかではない。ただスラヴ語でこれが常に虚
辞的な配を伴っていることから、訳者がπp‘v＋in£の不定法によって示される行為を、
話者にとってその実現が好ましくないものと理解していたのかもしれない。
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　21）ρ壬Vf㈱y”C’…”闘』r＾隔丁曲嘔k◇B覧C隔N◇…h”ρ鰍Aε。A雌
　　K◇yρ㌔並隅r＾αCHT』’TρHKραTLl◇丁聯酬ε…CAM〔Nε。（P・40・
　　66r23）
　　帥ηα6τφ6’1ησoOく，’Agらv入6Yωσoしδ吼邑vτα6τητ免vux弍πPしva入6xτOPα（Pωv角σαL
　　τpt⊆aπαpv角ση越ε。（Matth、26：34）
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「イエスは言われた、「よくあなたに言っておく。今夜、鶏が鳴く前に、あなたは三
度私を知らないというだろう。1
3．同時的行為をあらわすもの
§12　ギリシア語原典には齢＋in£によって同時的行為をあらわす構文が、比較的多数
みとめられる。これは例2）を除き、すべて回説的に訳されている。
　この構文の圧倒的多数は、εrA“に導かれる副文章に対応している。
　　ロ　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ22）εfムαN4”卜rA凸X温ρ’XHερεllCT4岬¶HYもC◇雁◇T』6舳丁益B4d皿’
　　（p。42，70v17）
　　xα≧るvτφxατηY・P祝σθαωτδvOπδτ伽aρXしερ6ωvxα≧πPεσβuτ6ρωv・Oδあvaπε一
　　×p‘vατo．（Matth。27：12）
　　「しかし、祭司長、長老たちが訴えている間、イエスはひと言もお答えにならな
　　かった。」
　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ23）E五ICT』濫∈εrAα訓CTεToyゆlc“A㌔闘田△CA△』”』り◇A闘丁闘ε1’（P・83・
　　136v22）
　　EY6vεて・δ鳶塾αOτ・Oζ邑x就，彦πλぬσθησαvα嫡μ6Pαしτ・Oτεxv就vαO通v・・
　　（Luc。2：6）
　　「ところが、彼らがあそこ（ベツレヘム）に滞在している問に、彼女（マリア）は月が
　　満ちて．．．」
§13　この構文に現在不定法の使用されるのが多いことは、同時的行為という意義からし
て当然であるが、アオリスト不定法の使用も排除されている訳ではない。
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ハしノ　　　　　　　　　　　　　ワ　　　しノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ24）〔rAα｝KεrAαα田匠・M◇A宝4田ε1Φ凸ρ凹C宝1εTερ篭ゴ（p・107，176r17）
　　’Evδらτφ入α入角σαし6pωτ辱o【6τ6vΦαρしσ飢oく．．。（Luc，11：37〉
　　rイエスが語っておられた時、あるパリサイ人が．．．申し出たので．．．・」
　　こ25）IELICTMrAαC稲罵Bρα丁凹”ρ”IM珂pC』6…（P・122，202r13－14）
　　K：αし色Y6vετ・6vτ66παvελ0卵α6τδv入αβ6vτατわvβασしλε‘αv…（Luc・19＝15）
　　rさて、彼が王位を受けて帰ってきたとき．．．」
§14　齢＋inf．はまたしばし・ばdativus　absolutusによって訳出されることもあった。こ
れもこの構文の有する同時性の意義からよく説明できる。
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　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ26）B㌔Bρd田丁α協田丁∈ML　C△IM』’ωCTα◇Tρ◇陥賊Co　B㌔1AM嘔o＿（p。85，
　　139v17）
　　邑vτφOπoσてP6（Pεwαめ’τoOく6π6μεwεv’1ησoO（；6π（五⊆彦v’1εpoσα入ぬド9一（Luc・2：43）
　　「（さて祭りが終って）彼が帰るとき、少年イエスはエルサレムに居残っておられたが
　　　．」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ27）oyE◇舳△翫∈c△’BL眺A㌔旺M酬臼M』B』◇EAd陥…（P・101，166v6）
　　色（poβ60ησαvδ色邑vτ（5εtσελ0ε況vα◎τoO¢εt（；τちv　vε（P6ληv．＿（Luc．9：34）
　　「（彼らが）その雲に囲まれたとき、彼らは恐れた，．．」
4．原因をあらわすもの
§15　不定法と結ぶ前置詞には、この外原因をあらわすδしdがある。この構文はすべて回
説的に訳出されているが、用いられているのは大部分が接続詞ろα椛、一部が少詞E◇で
ある。
　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　じ　　　レ28）4Aρoyr◇日dA倒“醐εMH“ρ◇ろAEL◇y帖田ε嘱《Nε旧腔“
　　BA4rLI’（p．96，158v5）
　　xαし蒼℃εpov　xατ6πεσεvるπしてちvτζ6τPαv，×αし（puらv色ξηρ改veηδし6して6粋も蒼xew　txg61δα・
　　（Luc，8：6）
　　rほかの種は岩の上に落ち、はえはしたが水気がないので枯れてしまった。」
　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル29）E噛EO》KεA宝A◇T「h　MN◇「αBρ宝Mε睡εB擁A竃TIHoろαN∈CA四田4α旧εM闘or凸
　　ロ　　　ワ　　◇NεMh’（p。131，217v14－15）
　　砺v　Ydlρ6ξ、xαv6v　XP6vωv　O6入ωv　tδ就vα6τ6vδしaτ6a×06εしvπεptα6τoO…　（Luc．
　　23＝8）
　　r（ヘロデはイエスのことを）聞いていたので・会ってみたいと長いあいだ思っていた。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ30）欄◇ムトめ氷∈E珊』田ゆ5月ρ踊”dAερ榔XραMH曲丁◇101N∈MO渚日OA一
　　　　　　　　　ロB”r闘品丁翻ε臨響OC”◇Bα醒αE◇E宝歴Aκ凸M創∈’（p。93，153r21－22）
　　πλη陣6Pη⊆δ色Yεv・96vηζπP・σ6Pηξεv6π・τα幽τ矯・tx‘婬xε‘vη，xα‘・Ox℃σXuσεv
　　σα入εOσαしαOτわvδしaτ6xα葡9・tx・δ・画σ0αしαOτ角v（τε0εμελ‘ωτ・Yap掘τ角v
　　π師αv・）（Luc・6：48）
　　「洪水が出て激流がその家に押し寄せてきても、それを揺り動かすことはできない。
　　岩の上によく建ててあるからである。」
5．結果をあらわすもの
§16　ギリシア語では結果の意義をあらわすのに、あστε＋infの構文を用いることがあ
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るが、これも一nie、一tieに終る名詞によって訳出される事はない。宅K◇＋in£の構文あ
るいは宝kOによって導かれる副文章を用いるのが通例である。
　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ31）lc㌔6』ρ…△e△K“εM◇y”αPOA凹M”◇ろ凹’1宝K◇B』＾驚』8㌔K◇ρ凸Eh
　　C宝Aε，＿（P．17，29v2－3）
　　xα≧　σuvめXOησαv　πPδく　α！）τδv6X入oしπo）㌧）o‘，礎Ω工皇　Gめτ6y　εt（；　π）・dIov　色越βdlyτα
　　×α0笥σ0ταし＿（Matth．13：2）
　　rところが、大ぜいの群衆がみもとに集まったので、イエスは舟に乗ってすわられ
　　　．」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ32）T◇rA凸皿ρHB宝C△εM◇y B宝CLNOγ鳳田丁』CA　CA宝“』I　N竃M㍗ゴ肌1宅A”1’璽
　　　　　じ　　　　　　　　　じ　　　　　　　　む　　cA宅”馴r＾◇yX』lr＾α旺lr＾AAα醐ε’（P・15・26v16－18）
　　T6τεπpoσηv6×0ηG瞭）τφδαし艮ovしζ6終εvo⊆τu（p入6⊆x砿xω（p6‘・×飢色0εpdlπεuσεv　oo批ov，
　越て6v×ω（p6v入αλ畝v×αtβ入6πεしv。（Matth。12：22）
　　「そのとき、人々が悪霊につかれた盲人のおしを連れてきたので、イエスは彼をいや
　　して、物を書い、また目が見えるようにされた。」
　　む33）隆TB◇ρ”T』B宝TB凹BεA』瞭’宝kO　M◇田TH　n◇A”』C宝N踊撚εr◇9”丁髄叩αM、
　　N‘6CK凪8M』B総TdT醗。（p，53，86v2）
　　×α砿・威x入改δ・u⊆μεY虚入・uζ，あ供εδ6vασ0αし6π6てらvσ×しavαOτ・Oτaπετεしv戯・O
　　dOpαvoO　xατασxηvoOv，（Marc。4；32）
　　r（一粒のからし種がまかれると）大きな枝を張り・その陰に空の鳥が宿るほどに
　　なる。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論
§17　以上述ぺてきたところから、一nie、一tieに終る名詞が一般に不定法を代替しうるも
のではなかったこと、この種の名詞が不定法と競合する領域は極めて限られていること、
が明らかになったと思われる。
　このように1）ギリシア語の不定法の意義の範囲が極めて広汎であるにもかかわらず、
スラヴ語の一nie、一tieに終る行為名詞に対応するのが稀であるという事実、2）ギリシア語
の不定法が、スラヴ語の不定法、スピヌムおよび回説的表現によって訳出されていること、
などから、スラヴ語の不定法とこの種の行為名詞とは、載然と区別されており、しかも行
為名詞の動詞的性格が、予想されたよりもはるかに低いと結論される。
　しかし両者の意義を単なる思弁によって区別し、あるいは同定することは、危険であろ
う。必らずそこに研究者の母語の干渉があると、予測されるからである。従来この種の名
詞を「変化する不定法」と考えて来たという、まさにそのことが、何よりも雄弁にこの問
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の事情を物語っている4。両者の相違を明らかにするためには、何よりもまず、その使用の
相における綿密な分析と方法的な取扱いを必要とするであろう。
　両者の相違がどのようなものであるかについては、考えのない訳ではないが、与えられ
た紙幅はすでに尽きた。稿を改めるより外はない。
　4A．Vaillant，Grammafre　compar6e　dθslan8ロesslave8，t．III，Le　verbe，Paris1966，p。1221
F，Miklosich，Vむrglefchende　Gramma磁der　slavfscheηSprac血en，Bd，IV，SyntaxンHeidelberg，1926，
p．877etc．
